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　国立大学が法人化されてはや 3 年が過ぎようとしてい
る。中期目標期間の半ばを折り返し、来年度には早くも
暫定評価の準備に取り掛からねばならない。法人化後の
この 3 年間を振り返ってみると、研究の「価値」に対す
る捉え方が変わりつつあることが気掛かりである。科学
技術創造立国を目指すわが国の科学技術政策に基づい
て、従来の科学研究費に加えて、科学技術振興調整費を
始めとするさまざまな大型の競争的資金が誕生した。こ
のような大型のプロジェクトは往々にして短期的な目に
見える経済的効果、技術革新、イノベーションが期待さ
れている。一方、国立大学法人の運営費交付金は毎年削

減が続く中、何はさておき、競争的資金の獲得の必要性
が声高に叫ばれている。むろん研究資金は研究の基盤を
支えるリソースであり、獲得の努力を惜しむものではな
い。このような背景に呼応するように、競争的資金の獲
得が研究の活性度を測る一つの指標として導入され始め
た。ここで指摘したいことは、「競争的資金の獲得」が
本来の「研究の活性度」を反映するのかということであ
る。
　研究業績が「カネ」によって決まるとは誰しも思って
いない。このため、競争的資金の額で表される研究の「価
格」は、かならずしも研究の「価値」を表すものではない。
また、「競争的」資金という言葉は、多額の研究資金を
稼ぐ「競争」という誤解を与えかねない。これら大型の
競争的資金を獲得するための申請書の作成には、しばし
ば膨大な時間が費やされる。このため、ようやく申請が
採択された暁には、あたかも目的を達成してしまったよ
うな錯覚に陥ってしまう。ようやく我に返った時には、
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次の申請書の作成が始まっている。学問の本来の目的は、
未来可能性を保証するために多様かつ独創的な見方を数
多く提供することである。研究者が評価されるのは、「ど
れだけ多額の競争的資金を稼いだか」という「研究の価
格」によってではなく、「いかに素晴らしい研究を成し
遂げたか」という「研究の価値」によってである。研究
費の獲得競争に組み込まれてしまうと、その目標は最大
限の資金を稼ぐことになる。稼げば稼ぐほど評価が高ま
るはずという強迫観念に捕われるからだ。大型の競争的
資金を獲得することを生き甲斐としてはばからない研究
者もいるという。また、それを良しとする風潮も一部に
ある。今の日本の社会に蔓延している「拝金主義」の考
え方に驚くほど似ている。科学・技術の分野は、世間よ
り遅れて「バブルの恩恵」を受けているが、過去そうだっ
たように「拝金主義」の考え方に急速に染まりかねない
という危惧がある。研究の中身を十分に問わない競争的
資金のリストアップによる研究活性度の評価は、このよ
うな考え方を助長するものではないか。これでは、競争
的資金の獲得実績ではなく、研究の内容を十分に評価し、
その独創性を見抜く力のある「目利き」が育たない。
　研究資金と研究資金あたりの研究業績 ( 論文や著書の
数 ) の関係を調べてみると、以下のようなパタンが顕著
に見られる。(1) 初期の研究資金が増えるとしばらくは
研究業績の増加が見られるが、(2) そのうちに頭打ちに
なる。ここがコストパフォーマンスから見た最適投資額
であり、(3) さらに資金を投資すると、研究資金あたり
の研究活性度は低下してしまう。この最適投資額はどれ
も一律というわけではなく、研究分野によって異なるだ
ろう。しかし、ここで指摘した研究資金と研究業績の関
係は同じだ。この最適値を超えてしまうと、いくら資金
をつぎ込んでも研究業績は上がらないばかりか、逆に、
低下を招いてしまう。大事なことは、それぞれの研究分
野における最適投資額の見極めだ。研究資金の獲得競争
では、この最適値は意味を持たなくなる。研究資金を最
大限に稼ごうとするからだ。これは税金の無駄遣いにほ
かならない。繰り返すが、問題点は、研究資金の獲得が
あたかも優れた研究業績であるかのような錯覚である。
そのために厳格な評価があるのだという声が聞こえてく
るが、その評価は必ずしも当てにならない。特に、大型

の競争的資金は重点分野の特定の課題に割り振られるこ
とが多いため、審査には即効的な経済的価値という「モ
ノサシ」が幅を利かす。
　京大では、湯川・朝永生誕 100 周年にあたり、昨年来
さまざまな記念事業が企画されている。ノーベル賞の対
象となった湯川博士の「新粒子」仮説に対して当時の学
会の反応は冷たいものであった。これは何も湯川博士に
限ったことではない。多くのノーベル賞受賞者の対象と
なった優れた研究は、当時の学会では相手にされなかっ
たものが多い。これは至極当然で、独創的であるがゆえ
にその価値を正当に測るモノサシがなかったからだ。わ
れわれの世界観を大きく変えうる独創的な研究は、今風
の「競争的」資金を決して獲得できなかっただろう。大
型の競争的資金の申請は、「やや古びたフツーの考え方」
によって審査されることが多い。知の地平を切り開く独
創的な考え方は「フツーの考え方」では評価できないの
は当たり前である。多くの研究者が研究資金を獲得しや
すい研究課題に殺到してしまうと、研究においてもっと
も大切なものの見方の多様性が損なわれ、未来可能性を
保証する独創的な研究の芽を摘んでしまいかねない。経
済的価値を測ることを得意とする「価格」というモノサ
シにとって、独創的な考え方に根ざした学問の「価値」
を測ることはもっとも不得手である。学問の多様性は、
この世界を多面的に評価するためのさまざまな「モノサ
シ」を提供する根源である。多様なモノサシによって、
われわれはこれまで知ることがなかった世界の新しい姿
に目を見張るのである。
　最近、研究成果の捏造がしばしば報道されている。科
学に対する信頼を揺るがしかねない由々しき背信行為で
ある。しかし、その背景には捏造してでも研究資金の獲
得競争に勝ち残りたいという「あせり」があるのではな
いか。目先の利益に翻弄されて、研究の目的を見失って
しまった主体性なき研究者の姿が見える。優れた研究と
は、「人を感動させる」研究のことだ。人を感動させる
ということは、「研究資金の多寡で研究を測る」という
価値観さえも変えてしまう大きな力を持っている。様々
な角度から未知の世界を測る多様な「モノサシ」を創り
出すのが科学の使命である。研究の「価値」はこれにつ
きる。
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